様式第１号
（第２条関係）
	

	（ふりがな）
氏　　名
　　年　　月　　日生

	住　　所（詳細に記入してください。）　　　　　　　　 電話　　　　　　　　　　(自宅)
〒       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(本人携帯)

	
在　学　 （学部・科等まで）
　　　　校　　　
出　身
	在学年   年生

卒　　　　業
	高等学校卒業
程度認定試験
年度　合　格

	（学部・科等まで）
進学志望校　　　
	修業年限
　　　　　　年

	希望
事項
	入学一時金
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	
	月額奨学金
	月額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	
	
	期間
	令和　　年　　月から 令和　　年　　月まで

	  私は、本多静六博士奨学金の貸与を受けたいので出願します。
　なお、採用された場合には、本多静六博士奨学資金の貸与に関する条例及び規則を遵守し、学生としての本分を守り、勉学に励むとともに、奨学金の返還の事由が生じた際は、遅滞なく返還することを誓約します。
令和　　　年　　月　　日
本　　　人　　　　　　　　　　
氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　
　私は、上記の者に貸与される本多静六博士奨学金に係る返還の債務について連帯して
責任を負います。
令和　　　年　　月　　日
連帯保証人　　　　　　　　　　
氏　　　名　　　　　　　　　　　印
　（あて先）　埼玉県知事　　

	連帯
保証人
	住所
	〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　


	
	本人との関係
	
	生年
月日
	年　　　月　　日生

	保護者
※本人が
未成年者
の場合
	住所
	〒　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　　　　　　　　(自宅)
                                     　              (携帯)

	
	氏名
	　　　　　　　　　印　　　
	本人との
関係
	


（注）保護者とは親権を行う者又は未成年後見人のことをいいます。
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奨学生志望理由
                                                              
	 (ふ り が な) 　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　　
氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　     年　　月　　日生 　　   歳

	在　学　　 (学部･科等まで)
　　　　校
出　身    　 
	在学年　  年生

 　　　　年卒
	大学入学資格検定

　　　年度　合格

	        　 (学部･科等まで)
進学志望校
          　 
	決定
未定

	

                   　 
             　 

	
	
	
	


※　太枠内に記入してください。

[bookmark: _Hlk137192747]様式第２号（第２条関係）                                           　　　

推薦書


	在学校
（出身校）
	

	氏 　　　名
	　　　　　　　

	住    　　所
	 

	推薦理由
	

	記入者氏名
面談日
	            




　上記のとおり本多静六博士奨学生として適当と認め、推薦します。

　　令和　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者　職・氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                          
（あて先）
　　　　埼玉県知事
　
別紙１
本人及び世帯員の所得等に関する調書
１　世帯の収入及び控除の状況                                           　  
（１）本人の状況
	
	氏   名
	生年月日
	年齢
	国公立･私立
	学　校　名
	在学
	高等学校卒業程度認定試験

	本

人
	 　　　　　 
	年　　月　　日生
	
	
	
	年　
年卒　
	[bookmark: _GoBack]　　　　年度合格

	
	志　　望　　校　　※出願時の志望校名と合否・今後の日程について書いてください。

	
	第一志望校

	 第二志望校
	 第三志望校

	
	　決定
	 未定
	 試験日　　　　・発表日　
	  試験日  　　　　　・発表日
	 試験日　   　　　　　・発表日

	
	総所得金額
	所得の種類
	 特別控除額
	備考
	 事務局記入欄

	
	          万円
    
	　給与 事業 年金

　その他(   )
	          万円
    
	
	



（２）就学者を除く世帯員の状況                                           　  
	就
学
者
を
除
く
世
帯
員
	続柄
	氏名
	生年月日
	年齢
	総所得金額
	所得の種類
	特別控除額
	備考
	事務局記入欄

	
	
	
	年 　月　  日生
	
	 　　 万円

	 給与 事業 年金
 その他(   )
	     万円
	
	

	
	
	
	年 　月　  日生
	
	      万円
   
	 給与 事業 年金
 その他(   )
	     万円
	
	

	
	
	
	年 　月　  日生
	
	      万円
   
	 給与 事業 年金
 その他(   )
	     万円
	
	

	
	
	
	年 　月　  日生
	
	   　 万円

	 給与 事業 年金
 その他(   )
	     万円
	
	

	
	
	
	年 　月　  日生
	
	      万円
	 給与 事業 年金
 その他(   )
	     万円
	
	


                                                                       　 
（３）就学者の状況
	
	続柄
	氏名
	生年月日
	年齢
	国公立･私立
	学校名
	在学年
	特別控除額
	備考
	事務局記入欄

	就



学



者
	
	
	年 　月　  日生
	
	
	
	
	    万円
 
	
	

	
	
	
	年 　月　  日生
	
	
	
	
	    万円
 
	
	

	
	
	
	年 　月　  日生
	
	
	
	
	    万円
	
	

	
	
	
	年 　月　  日生
	
	
	
	
	    万円
	
	

	
	
	
	年 　月　  日生
	
	
	
	
	    万円
	
	


　注１　本人に収入がある場合は、総所得金額を記入してください。
　注２　生計を一にする世帯員全員を記載してください。
総所得金額は、「Ⅵ 世帯の収入基準について」により計算した父母など本人保護又は扶助している者及び本人の配偶者、全員の総所得金額を万円単位（千円以下切り捨て）で記入し、右の欄の主な所得源を○で囲んでください。所得の種類のうち「その他」は、不動産所得、退職所得、雑所得（年金を除く）などの別を記入してください。（同居の兄弟姉妹等の所得は含みません。）
　注３　別居の場合は、備考欄に住居地を記入してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏へ

２  特別控除の対象となる事項（障害者、長期療養、単身赴任、災害等の事情）
	 特別控除の対
 象となる事情
	

	　年間の支出増
                　　　　　　　     万円
	　年間の収入減
                 　               万円

	―増減額積算―

	事務局記入欄


  注　「Ⅵ 世帯の収入基準について」の「特別控除額」のうち、「障害者」「長期療養者」「主たる家計支持者の別居」、「火災等の被害」に該当する場合、その事情を「特別控除の対象となる事情」欄に記入し、そのための年間の支出額の増加又は収入額の減額の根拠を記入してください。

３  その他特別な事情
	

	事務局記入欄


　注　貸与を希望する特別な事情があれば記入してください


